
里山カフェ
   「ゆいてらす」が
　　　　オープン
穏やかな春の日差しとなった３月３日。

支所の２階にオープンした里山カフェ「ゆいて

らす」に、近所から来たという親子がいました。

「今日はたまたま休みだったので来てみました。

ここは眺めがいいですね」

石　岡広
報

石岡の『今』を伝える　
2017

NO.276
４　/1

市の人口と世帯　76,574人（前月比▲81人）　男38,004 人　女38,570人　世帯数　30,475世帯   【３月１日現在】

主な内容

特急券購入の補助がスタート…………P 2
４月４日から八郷地区版
　　　　　マンホールカードを配布…P 3
軽自動車税の減免申請を忘れずに……P11



急料金券（定期券用ウィークリー
料金券）を利用して、柏・東京方

面に通勤・通学する人に対し、特急料金の
２分の１相当額を補助する制度です。

対
象
／
1
～
3
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

1
市
内
在
住
で
柏
・
東
京
方
面
へ

通
勤
・
通
学
す
る
人

2
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
ま
た
は
羽
鳥
駅
を

起
点
と
す
る
定
期
券
を
利
用
し
て

い
る
人

3 

18
歳
以
上
～
45
歳
ま
で
の
人

※
高
校
生
は
除
き
ま
す
。
そ
の
他

条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額
／
最
大
１
万
６
０
０
０
円

（
月
額
）

※
勤
務
先
か
ら
特
急
券
に
対
す
る

通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
額
を
除
い
た
金
額
の

半
分
に
な
り
ま
す
。

特

通勤・通学者向け

特急券購入の
補助がスタート
■問い合わせ　
　政策企画課　☎ 23‒1111（内線 226）

定期券用ウィークリー料金券

徹 底 比 較 ！
自宅（石岡市） アパートなど（都内）

新生活準備 ー 57 万 8200 円
食費 9 万 7500 円 26 万 3700 円
家賃 ー 　   73 万 4400 円※１

光熱・水道費 ー    8 万 7600 円
交通費     36 万 8780 円※２    2 万 1100 円

計     46 万 6280 円      168 万 5000 円

自宅  ＶＳ  一人暮らし
▶特急を使って通った場合と、
都内でひとり暮らしをした場
合を比較すると、1 年でなんと
122 万円も違うんです！

大学 1 年目にかかる費用（学費を除く）

※ 1 大学生が首都圏のアパートに住んだ場合の平均家賃
※ 2 石岡駅～東京駅間の通学定期券、補助を受けた場合の特急料金で算出。長期休暇中は含めず。
出典：日本学生支援機構「平成 26 年度学生生活調査結果」、
　　　東京私大教連「私立大学新入生の家計負担調査」

石
岡
市
に
は
、
特
急
で

　東
京
ま
で
通
勤
、
通
学
す
る

　
　と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

広報いしおか４月１日号　№２７６　　　２　　　　　　　

特急  ＶＳ  普通電車通勤・通学にかかる時間

所要時間

普通電車 約 1 時間 40 分

特急ときわ 約 58 分

片道 40 分の差…

往復だと 80 分！

▶例えば石岡駅―東京駅間で特急
を使った場合と普通電車を使った
場合を比較すると 1 日 80 分も時
間短縮になるんです！

石岡市　特急券補助 検索
⬅

申請方法など詳しくは、

QR コードからも。

東京の大学に行きた
いけど、一人暮らし
はお金がかかるし…

定期券ウィークリー料金券で、
行きも帰りも毎日ラクラク通勤♪



配
布
開
始
日
／
４
月
４
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら

配
布
場
所
／Yasato de toreta 

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
駐
車
場
内
・
石
岡
市
下
青
柳

２
０
０
番
地
）

配
布
方
法
／
希
望
者
一
人
に
つ
き

カ
ー
ド
を
１
枚
手
渡
し
で
配
布
。

※
事
前
に
配
布
場
所
で
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

配
布
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
（
月
曜
日
を
除
く
）

発
行
枚
数
／
２
０
０
０
枚

カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
場
所

支
所　

１
０
３
会
議
室
出
入
り
口

※
八
郷
地
区
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル

は
市
内
で
こ
の
一
か
所
の
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
５
）

４
月
４
日
か
ら 

八
郷
地
区
版 

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

八郷地区版マンホールカードの表には、
ふたの写真・位置情報が、裏にはデザイ
ンの由来が記載されています。

旭
台
会
館
講
座

講師／根本照子先生
定員／ 10 人　教材費／ 3,700 円

ズパゲッティ編み物講座

5月23日・6月13・27日・
7月11・25日・8月8日
（火・全６回）午前 10時～正午

初心者生け花講座

申込期間／４月 11日（火）～ 22日（土）
（申込時間は午前 8時 30 分～午後５時、
月曜日休館）
※定員を超えた場合は抽選。
申込方法／直接または電話、ファックス、
電子メールで申し込み
■申し込み・問い合わせ
石岡市旭台会館 
☎ 26-1366　℻ 26-1780
asahidai@smile.ocn.ne.jp

趣 味
講 座

　こま編みだけの簡単なカバン
なので初心者にもぴったり。

　今ある花材を使い、それぞれ
の約束ごとにしたがって自在に
生かしてみませんか。

講師／樫村清美先生
定員／ 10 人　教材費／ 5,000 円

5月20日・6月3日・7月1・15日
（土・全 4回）午前 10時～正午

無 料
配 布

しあわせは香から珈琲の
淹れ方楽しみ方講座

講師／鈴木誉志男先生
定員／ 20 人　教材費／ 550 円

5月21日（日）
午前 10時～正午

　美味しいコーヒーの抽出方法
だけでなく、コーヒーの歴史や
焙煎、産地別のコーヒーテイス
ティング体験（ケーキ付）

きもの着付け講座

　基本的な着物の着付けを学び
ます。初心者も大歓迎。

講師／小池俊枝先生
定員／ 15 人　教材費／無料

5 月 20・27 日・6 月 3・10・
17・24日（土・全 6回）
午後 1時 30 分～ 3時 30 分

初心者刺しゅう入門講座

　既製のものとは一味違った作
品を作ります。

講師／河部さかゑ先生
定員／ 10 人　教材費／ 3,000 円

5月19日・6月2・16日・7月7・
21日・8月4日（金・全 6回）
午後１時 30分～ 3時 30 分

▶石岡地区版マンホールカードは昨年 12
月２日から配布中です。詳しくは広報いし
おか 12月１日号をご確認ください！

　　　　　　　３　　　広報いしおか４月１日号　№２７６



特
定
健
診
の
対
象
で
す

▼
４
月
下
旬
に
お
送
り
す
る
「
受

診
券
」
と
「
お
知
ら
せ
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
／
５
月
１
日
〜
平
成
30

年
１
月
31
日

受
診
方
法
／
1
総
合
健
診
（
要
予

約
）
2
地
区
健
診
3
医
療
機
関
健

診
（
要
予
約
）
※
1
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
3
は
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
。

内
容
／
問
診
・
身
体
計
測
・
尿
検

査
・
血
圧
・
血
液
検
査
な
ど

当
日
持
参
す
る
も
の
／

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

負
担
金
／
１
０
０
０
円

　
　
　

※
70
歳
以
上
は
無
料

▼
受
診
日
時
点
で
国
民
健
康
保
険

の
資
格
が
な
い
人
が
受
診
券
・
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
受
診
し
た

場
合
、
返
還
金
が
発
生
し
ま
す
。

加
入
先
の
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る

受
診
券
な
ど
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
の
対
象
で
す

▼
４
月
下
旬
に
お
送
り
す
る
「
受

診
券
」
と
「
お
知
ら
せ
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
／
５
月
１
日

　
　
　
　

〜
平
成
30
年
１
月
31
日

受
診
方
法
／
1
総
合
健
診
（
要
予

約
）
2
地
区
健
診
3
医
療
機
関
健

診
（
要
予
約
）
※
1
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
3
は
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
。

内
容
／
問
診
・
身
体
計
測
・
尿
検

査
・
血
圧
・
血
液
検
査
な
ど

当
日
持
参
す
る
も
の
／

・
健
康
診
査
受
診
券

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

負
担
金
／
無
料

健 康
診 断

1
・
2
・
3  

健
診
の
ご
案
内

助
成
期
間　

５
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
31
日

わたしの体、
本当に健康？

　静かに進行して、生活の質（ＱＯＬ）の低下
や、ときには命に関わる重篤な疾患を引き起こ
す生活習慣病。特定健診・健康診査を受診して
健康をチェックするとともに、生活習慣を見直
すきっかけにしませんか。
　特定健診・健康診査は、次のいずれか１つの
方法で年度内に 1回受診してください。
※1～4の併用はできません。
　重複して受診した場合は、重複分を返還して
　もらうことになりますので、ご注意ください。

4人間ドック

1総合健診 保健センターで行う集団健診

2地区健診 各地区公民館で行う集団健診

3医療機関健診 医療機関で行う個別健診

上記1～3の健診内容に加え、
より詳細な検査を医療機関で行う

国民健康保険・後期高齢者医療制度　加入者の皆さん

本
人
ま
た
は
家
族
の
扶
養
で

社
会
保
険
に
加
入
予
定
の
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
の
皆
さ
ん

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

40
歳
〜
74
歳
の
皆
さ
ん

■特定健診・健康診査についての問い合わせ
「受診券」について　保険年金課　☎ 23-1111
・国民健康保険（内線 164）
・後期高齢者医療制度（内線 145）
「健診」について
石岡保健センター　☎ 24-1386
八郷保健センタ―　☎ 43-6655

■人間ドックについての申請・問い合わせ
市役所　保険年金課　
　☎ 23-1111
・国民健康保険（内線 164）
・後期高齢者医療制度（内線 145）
支所　市民窓口課　
　☎ 43-1111（内線 1123）

広報いしおか４月１日号　№２７６　　　４　　　　　　　



人 間
ドック

1
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
30
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
保
税

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

2
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

・
市
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
人

　

受
診
種
別
を
一
つ
選
ん
で
医
療

機
関
に
予
約
の
上
、
次
の
①
〜
④

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
②
予
約
票
③
特
定
健
康
診
査
受

診
券
ま
た
は
健
康
診
査
受
診
券

（
４
月
下
旬
に
送
付
）
④
認
め
印

●
基
本
検
査
項
目
以
外
は
別
料
金

で
す
。

●
４
月
以
降
、
職
場
な
ど
で
健
康

診
査
を
受
診
し
た
人
は
、
保
険
年

金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象 医療機関 種別 自己負担額

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

石岡市医師会病院
☎ 23-4113 日帰り 19,140 円

石岡第一病院
☎ 22-5151 日帰り 23,200 円

石岡ひかり
クリニック
☎ 26-8055

日帰り 17,800 円

山王台病院
☎ 26-3130

日帰り 20,500 円
１泊 47,500 円

脳ドックＢ 13,740 円

土浦協同病院
☎029-846-3731

日帰り 21,040 円
脳ドックＡ 43,040 円
脳ドックＢ 14,000 円

筑波メディカル
センター　

☎029-856-3500

日帰り 21,256 円
１泊 47,176 円

脳ドックＡ 29,000 円
茨城県メディカル
センター

☎029-243-1111
日帰り

21,256 円
（30～ 39歳
21,040 円）

石岡循環器科
脳神経外科病院　
☎ 58-5211

脳ドックＢ 12,920 円

神立病院
☎029-831-9711

日帰り 18,880 円
脳ドックＡ 25,760 円
脳ドックＢ 19,400 円

対
象 医療機関 種別 自己負担額

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

牛久愛和総合病院
☎ 029-873-4334

日帰り 18,880 円
１泊 48,580 円

脳ドックＡ 23,600 円
脳ドックＢ 19,400 円

霞ヶ浦成人病
研究事業団

☎ 029-887-4563

日帰り 21,040 円
１泊 43,720 円

脳ドックＡ 29,000 円

東関東クリニック
☎ 029-221-1200 日帰り 21,040 円

いばらき健康管理
センター

☎ 029-243-6220
日帰り 21,040 円

水戸中央病院
☎ 029-309-8521

日帰り 21,040 円
脳ドックＡ 18,200 円
脳ドックＢ 19,400 円

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み

水戸済生会総合病院
☎ 029-254-9044

日帰り 21,040 円
脳ドックＡ 34,400 円

筑波記念病院
☎ 029-864-3588

日帰り 19,960 円
1泊 43,720 円

脳ドックＡ 34,400 円
脳ドックＢ 30,200 円

4
人
間
ド
ッ
ク
・

　
　
　
　
　
脳
ド
ッ
ク
に
助
成

対
象

ご
注
意

人間ドック受診医療機関

助
成
期
間　

５
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
31
日

申
請
方
法

人間ドック・脳ドック
種　　　　　別 助 成 額

日帰り人間ドック 20,000 円

１泊人間ドック 20,000 円

脳ドックＡ 特定健康診査

または健康診査

有 25,000 円

脳ドックＢ 無 13,000 円

【助成額】

　　　　　　　５　　　広報いしおか４月１日号　№２７６



▲消防署員も「住宅用火災警報器」の設置を呼びかけながら完走
　

早
朝
に
雪
が
積
も
っ
た
２
月
19

日
、
旧
八
郷
南
中
学
校
を
会
場
に
第

10
回
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
10
㎞
・
５
㎞
の
部
に
９
３
７

人
、
小
中
学
生
３
㎞
・
２
㎞
の
部
に

９
５
１
人
、
県
外
か
ら
は
２
６
１
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
ス
タ
ー
ト
は
10
㎞
の
部

で
、
午
前
９
時
30
分
。
こ
の
頃
に

は
、
す
っ
か
り
雪
も
溶
け
ピ
ス
ト
ル

の
音
を
皮
き
り
に
走
り
出
す
足
も
軽

や
か
。

　

そ
の
後
、
中
学
生
、
小
学
生
、
そ

し
て
一
般
５
㎞
の
部
と
順
番
に
ス

タ
ー
ト
。
旧
八
郷
南
中
学
校
前
か
ら

茨
城
県
畜
産
試
験
場
前
を
通
り
、
常

陸
風
土
記
の
丘
付
近
を
折
り
返
す

コ
ー
ス
の
沿
道
か
ら
は
地
区
の
皆
さ

ん
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
10

㎞
の
部
は
早
い
ラ
ン
ナ
ー
は
約
31
分

で
ゴ
ー
ル
。
ゴ
ー
ル
後
は
地
元
の
野

菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
豚
汁
で
温
ま

り
ま
し
た
。
本
大
会
に
は
、
市
職
員

と
地
域
住
民
を
合
せ
て
約
３
０
０
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
「
筑
波
山
が
見

え
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
コ
ー
ス

だ
っ
た
。ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
い
う
感
想
が
き
か
れ
ま
し
た
。

筑 波路を2000 人が駆け抜ける。　　　　　第 10回石岡つくばねマラソンを開催

▲今泉市長と櫻井教育長に報告書を手渡す石岡二高生

　

石
岡
第
二
高
等
学
校
で
は
、
平
成

27
年
か
ら
県
の
「
一
人
一
人
が
輝
く

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」

の
指
定
校
と
な
り
、
筑
翠
ル
ネ
サ
ン

ス
と
銘
打
っ
て
体
験
型
の
学
習
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か

ら
「
歴
史
は
物
語
だ
！
」
と
題
し
、

生
徒
た
ち
は
石
岡
の
歴
史
を
知
ら
な

い
人
に
ど
う
や
っ
て
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
か
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
常
磐

大
学
や
石
岡
市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
協
力
の
も
と
行
っ
た
市
内
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
常
陸

風
土
記
の
丘
を
切
り
口
に
、
多
く
の

古
墳
や
神
社
・
仏
閣
な
ど
の
史
跡
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
関
心
を

呼
ぶ
仕
掛
け
が
必
要
と
、「
石
岡
史

跡
め
ぐ
り
す
ご
ろ
く
」
や
史
跡
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
提

言
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
提
言
を
し
た
藤
枝
南
海
さ

ん
、
石
川
英
明
さ
ん
、
町
田
桂
太
さ

ん
は
市
外
の
出
身
。「
も
と
も
と
歴

史
が
好
き
で
、
学
校
の
あ
る
ま
ち
の

歴
史
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
参

加
し
た
き
っ
か
け
」
と
話
し
ま
す
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
地

域
の
歴
史
。
そ
の
掘
り
起
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

岡二高が「歴史は物語」をテーマに、石岡市へ提言をしました石

▲スタートとともに紫峰・筑波山を背に飛び出すランナーたち

まちのわだい

広報いしおか４月１日号　№２７６　　　６　　　　　　　
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楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　

２
月
27
日
、
高
浜
小
学
校
の
３
・

４
年
生
を
対
象
に
、
高
浜
剣
友
会
の

講
話
と
実
技
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
、
剣
友
会
の
山
口

和
男
会
長
を
講
師
に
招
き
、
昭
和
初

期
か
ら
続
く
同
会
の
歴
史
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。「
高
浜
は
昔
か
ら
剣
道

が
盛
ん
。
剣
道
で
大
切
な
の
は
『
あ

い
さ
つ
、
返
事
、
あ
と
し
ま
つ
』。

剣
道
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
い
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

講
話
の
後
は
体
育
館
で
剣
道
の
実

技
指
導
が
あ
り
、
礼
儀
作
法
や
基
本

動
作
を
学
び
ま
し
た
。

▲正座の仕方の指導を受ける児童たち。自然と背筋が伸びます

浜小児童らが高浜剣友会の歴史を学ぶ高

▲左から橋本県知事と受賞した森田さん、大槻さん、松隈副市長

間自治功労者表彰に森田さん、大槻さん民

　

２
月
13
日
、
市
内
在
住
の
森
田
裕

子
さ
ん
と
大
槻
文
章
さ
ん
が
地
域
づ

く
り
に
貢
献
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ

る
茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

森
田
さ
ん
は
市
更
生
保
護
女
性
の

会
の
会
長
と
し
て
青
少
年
の
育
成
や

子
育
て
支
援
等
の
幅
広
い
分
野
で
社

会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
。
大
槻
さ
ん

は
昭
和
49
年
に
石
岡
第
一
高
等
学
校

農
業
科
の
卒
業
生
有
志
に
よ
る
青
峰

会
を
結
成
し
、
向
学
の
志
を
持
っ
た

人
々
が
集
う
場
と
し
て
研
修
施
設

「
青
峰
館
」
を
設
立
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲子どもたちのために役立てたいと話す潮田会長（右）

青少年の健全育成にチャリティ寄付

　

２
月
16
日
、
八
郷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
本
圖
一
衛
会
長
）
が
青
少
年

健
全
育
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
、
青
少
年
を
育
て
る
石
岡

市
民
の
会
（
潮
田
昌
造
会
長
）
に
寄

付
し
ま
し
た
。

　

同
会
（
生
涯
学
習
課 

事
務
局
）

は
子
ど
も
の
育
成
活
動
の
た
め
に
各

小
学
校
区
ご
と
に
置
か
れ
た
団
体
で

す
。

　

普
段
は
、
学
校
花
壇
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
や
登
下
校
の
見
守
り
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
10
万
円
の

寄
付
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▲感謝の気持ちが大切と話す石塚さん（MIZUNO トラックチーム所属）

上競技のトップアスリートから学ぶ陸

　

南
小
学
校
で
は
、
各
分
野
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
も
つ
き
っ
か
け

を
つ
く
ろ
う
と
、
４
～
６
年
生
を
対

象
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
２
０
１
１
年
に
１
６
０
０

ｍ
リ
レ
ー
の
第
２
走
者
と
し
て
、
世

界
陸
上
に
出
場
し
た
石
塚
裕
輔
さ

ん
。「
自
分
が
今
、
陸
上
競
技
が
で

き
る
の
は
、
多
く
の
人
の
支
え
の
お

か
げ
。
夢
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
み
ん

な
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
児
童
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　　　　　　　７　　　広報いしおか４月１日号　№２７６



第
１
期
と
第
２
期
の
保
険
料
は
、

前
年
度
の
保
険
料
を
参
考
に
暫
定

徴
収
し
ま
す
。
８
月
に
年
額
を
決

定
し
、
保
険
料
の
段
階
が
変
わ
る

場
合
に
は
、
８
月
以
降
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
が
で
き
る
人
は
10
月

以
降
）
で
額
の
調
整
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
、
高
齢

者
向
け
に
住
宅
改
修
を
し
た
い
、

車
イ
ス
を
借
り
た
い
な
ど
、
介
護

に
関
す
る
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
介
護
保
険
室
（
内
線
１
５
５
）

各
種
統
計
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
平
成
29
年
度
は
次
の
統
計
調
査

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
身
分
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
。
各
調
査
の
対
象
地
区
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
　
６
月
１
日
現
在

国
民
生
活
基
礎
調
査

（
世
帯
票
）
６
月
１
日
現
在

（
所
得
票
）
７
月
13
日
現
在

就
業
構
造
基
本
調
査

 

10
月
１
日
現
在

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

（
単
位
設
定
）
２
月
１
日
現
在

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

イ

ベ

ン

ト

豊
後
荘
病
院  

桜
祭
り

▼
満
開
の
桜
の
な
か
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
８
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
開
演　

※
雨
天
時
は
館
内

場
所
／
豊
後
荘
病
院
外
来
駐
車
場

（
石
岡
市
部
原
７
６
０
）

内
容
／
情
熱
あ
ふ
れ
る
ジ
プ
シ
ー

音
楽
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
演
奏
。
野

点
や
お
茶
菓
子
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

豊
後
荘
病
院

☎
４
４
・
３
２
１
１

（
募
集
）

子
ど
も
の
学
習
塾
「
ひ
ま
わ
り

塾
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

▼
子
ど
も
の
教
育
に
関
心
の
あ
る

人
で
月
２
回
程
度
の
参
加
が
条
件

で
す
。
ス
キ
ル
や
時
間
を
生
か
し

ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数
／
10
人
程
度

内
容
／
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
に
、
問
題

集
や
宿
題
の
解
説
、
分
か
ら
な
い

部
分
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
毎
週
日
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

※
１
回
に
つ
き
１
３
０
０
円
の
交

通
費
を
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

茨
城
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

▼
23
歳
以
上
で
い
の
ち
の
電
話
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
積
極
的
に
参
加

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
締
切
／
５
月
８
日
（
月
）　

午

前
９
時
～
午
後
５
時

募
集
人
数
／
40
人
程
度

研
修
期
間
／
平
成
29
年
６
月
～
平

成
31
年
３
月

研
修
場
所
／
つ
く
ば
市
周
辺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
（
つ

く
ば
）

☎
０
２
９
・
８
５
２
・
８
５
０
５

（
お
知
ら
せ
）

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
料
が

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

▼
４
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
。
封
書
に
は
、
第
１
期
（
５

月
１
日
納
期
）
と
第
２
期
（
６
月

末
日
納
期
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。

募

集

お

知

ら

せ

市内の月間交通事故件数【2/28 現在】
・発生件数　　　50 件　（10）
・死 者 数　　　0 人　（  0）
・負傷者数　　　71 人　（14）
・物損事故　　283 件　（-1）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

情報ネット
ワーク

information
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労
働
力
調
査　

毎
月
末
日
（
12
月
は
26
日
）

■
問
い
合
わ
せ

1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
３
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会
（
前
期
）

▼
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、

分
署
、
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
準

備
講
習
会
は
（
公
社
）
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
（
☎
０
２
９
・

３
０
１
・
７
８
７
８
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
日
程

日
に
ち
／
６
月
３
日
（
土
）

場
所
／
土
浦
工
業
高
等
学
校

（
土
浦
市
真
鍋
６
‐
11
‐
20
）

申
込
締
切
／
４
月
19
日
（
水
）

※
電
子
申
請
は
４
月
16
日
ま
で

Ｂ
日
程

日
に
ち
／
６
月
25
日
（
日
）

場
所
／
茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京

２
‐
１
‐
１
）

申
込
締
切
／
５
月
24
日
（
水
）

※
電
子
申
請
は
５
月
21
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
１
１
５
０

無
料
結
婚
相
談
会（
予
約
不
要
）

日
時
／
４
月
23
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

持
っ
て
く
る
も
の
／
身
上
書
、
Ｌ

判
写
真
１
枚

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地
域

支
部
（
大
内
）

☎
２
３
・
３
８
２
９

不
動
産
鑑
定
士
の
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　（
予
約
不
要
）

土
浦
会
場

日
時
／
４
月
７
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午

場
所
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

５
階 

小
講
座
室
１

水
戸
会
場

日
時
／
４
月
10
日
（
月
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午

場
所
／
県
開
発
公
社
１
階 

中
会

議
室

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１
２
２
２

組
織
機
構
を
見
直
し
ま
す

▼
４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
機
構

の
見
直
し
に
よ
り
放
射
線
対
策
室

を
廃
止
し
ま
す
。
放
射
線
対
策
業

務
は
、
引
き
続
き
生
活
環
境
課
で

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
総
務
課
（
内
線
２
５
１
）　

▶市内在住の 65 歳以上で、医師か
ら運動制限されていない人が対象で
す。①、②とも参加費無料、直接ま
たは電話で申し込み。前回参加して
ない人を優先します。

▶ストレッチ体操です。公民館の「ひ
まわり学級」ではありません。
日 時 ／ ５ 月 ２・23・30 日、 ６ 月
20・27 日、７月 20・25 日（火曜日、
全７回）
※ 7 月 20 日のみ木曜日
午前 10 時～ 11 時 30 分
場所／城南地区公民館
講師／木村幸子先生
定員／ 40 人（多数の時は抽選）
申込期間／４月４日（火）～７日（金）
午前８時 30 分～午後 5 時 15 分

▶理学療法士が腰痛予防の軽い運動
を教えてくれます。
日 時 ／ ５ 月 19・26 日、6 月 2・9
日（金・全４回）
午後１時 30 分～ 3 時　
場所／ふれあいの里石岡ひまわりの館
定員／ 30 人（多数の時は抽選）
申込期間／ 4 月 11 日（火）～ 14
日（金）午前８時 30 分～午後 5 時
15 分
■申し込み・問い合わせ
市社会福祉協議会
☎ 22-2411

1 ひまわり体操

2 腰あんしん教室

　　　
ひまわり体操・

　腰あんしん教室 参加者

相

談
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1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

お

知

ら

せ

みんなのタロー像の
　　　　　　　建立記念

ふ
れ
あ
い
農
園
で

新
鮮
野
菜
を
育
て
ま
せ
ん
か

▼
自
家
製
野
菜
の
栽
培
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人
、
家
庭
菜
園
を
し

た
い
人
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
／

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
／
2
農
政
課

受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
1
商
工
課
で
も
４
月
10
日
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

利
用
料
／
年
額
６
２
９
０
円
（
１

区
画
は
30
㎡
）

農
園
場
所
／
宮
部
地
区
ふ
れ
あ
い

農
園
・
東
府
中
ふ
れ
あ
い
農
園

申
込
方
法
／
認
め
印
と
利
用
料
を

持
参
の
上
、
直
接
窓
口
に
申
し
込

み
。

■
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
４
６
）

春
季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
に
ち
／
５
月
13
日
（
土
）
※
雨

天
時
は
14
日
（
日
）

集
合
時
間
・
場
所
／

︻
石
岡
地
区
︼
石
岡
小
学
校
屋
内

温
水
プ
ー
ル
入
口
・
午
前
８
時

︻
八
郷
地
区
︼
中
央
公
民
館
・
午

前
８
時
15
分

コ
ー
ス
／
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
︱
高
倉
休
憩
所
︱
片
野
・

ふ
る
さ
と
橋
（
八
郷
地
区
合
流
）

︱
朝
日
里
山
学
校

※
手
作
り
豆
腐
体
験
と
昼
食
（
お

蕎
麦
）
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
３
年
生
以
上

定
員
／
30
人
（
先
着
）

参
加
費
／
一
般
１
０
０
０
円
、
中

学
生
以
下
５
０
０
円
（
当
日
徴
収

し
ま
す
）

申
込
方
法
／
４
月
１
日
（
土
）
～

30
日（
日
）ま
で
に
直
接
申
し
込
み
。

※
月
曜
日
休
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

　かつて石岡駅にはタローと呼ばれる犬
がいました。駅と東小を行き来し、子ど
もたちに可愛がられていたタローの思
い出を残したいと立ち上
がった市民グループで忠
犬タロー顕彰会を結成。多
くの人の支援のもとブロ
ンズ像が建立されました。

犬は、人生のパートナー。

日時／４月 15 日（土）午前 9 時 30 分
場所／石岡駅西口広場
■問い合わせ
忠犬タロー顕彰会　☎ 23‒3375

ブロンズ像除幕式典

▶全国的にもワーストクラスの茨城
県でも「犬猫殺処分ゼロを目指す条
例」が施行されました。動物の命を
大切にすることは人間の命の尊厳に
もつながります。
期間／４月 14 日（金）～ 18 日（火）
場所／まちかど情報センター

わんわんパレード（雨天時中止）
▶アジア動物専門学校の協力のもと、
御幸通りで犬のパレードを行います。
一緒に散歩したい人を募集。飼い犬
との参加もＯＫ！
日時／ 4 月 15 日（土）午前 10 時
30 分～ 11 時 30 分
■申し込み・問い合わせ
アジア動物専門学校　☎ 35‒5380

動物愛護パネル展 in 石岡

石岡駅とタローの物語

情報ネット
ワーク

information
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心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
、

そ
の
家
族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
に
係
る
平
成
29
年
度
分
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
障
が
い
に
基
づ
い
て

普
通
自
動
車
に
か
か
わ
る
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
や
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

を
受
け
て
い
る
人
は
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

４
月
３
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
減
免
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
平
成

29
年
４
月
１
日
時
点
で
障
害
者
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
本
人

ま
た
は
そ
の
家
族
が
所
有
す
る
車
両

※
障
が
い
の
区
分
や
車
両
の
所
有

状
況
な
ど
に
よ
り
、
減
免
対
象
外

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
、
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
１
人

に
つ
き
１
台
の
み
で
す
。

②
身
体
障
が
い
者
の
利
用
に
専
ら

供
す
る
構
造
を
有
す
る
車
両
（
車

い
す
移
動
車
な
ど
）

③
県
の
認
可
を
受
け
た
社
会
福
祉

法
人
等
が
所
有
し
、
公
益
の
た
め

に
直
接
専
用
す
る
車
両

①
②
に
該
当
す
る
場
合

・
減
免
申
請
書

・
印
鑑

・
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
な
ど

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
法

人
の
場
合
は
法
人
番
号
が
分
か
る

も
の
）

・
申
請
車
両
の
平
成
29
年
度
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い
て
い

る
場
合
）

・
運
転
免
許
証

・
車
検
証
ま
た
は
標
識
交
付
証
明

書
の
写
し

・
障
害
者
手
帳
等
（
①
に
該
当
す

る
人
）

・
車
両
の
構
造
が
分
か
る
写
真（
②

に
該
当
す
る
人
）

③
に
該
当
す
る
場
合

・
減
免
申
請
書

・
法
人
印
鑑

・
法
人
番
号
が
分
か
る
も
の

・
申
請
車
両
の
平
成
29
年
度
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い
て
い

る
場
合
）

・
車
検
証
の
写
し

・
県
の
指
定
通
知
書
等
の
写
し

・
市
役
所　

税
務
課

・
八
郷
総
合
支
所　

市
民
窓
口
課

※
減
免
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
減
免

を
受
け
た
人
に
は
、
４
月
３
日
以

降
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
減
免

の
詳
し
い
条
件
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
５
）

軽
自
動
車
税
の

　
　
　   

減
免
申
請
を
忘
れ
ず
に

軽 自
減 免

受
付
期
間

対
象
と
な
る
軽
自
動
車

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
窓
口

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
受
付
を
開
始

対
象
／
平
成
28
年
度
の
臨
時
福
祉

給
付
金
（
３
０
０
０
円
）
の
支
給

対
象
者
。
※
平
成
28
年
１
月
１
日

時
点
（
基
準
日
）
に
石
岡
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
個

人
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

族
や
生
活
保
護
制
度
の
受
給
者
な

ど
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
／
１
人
に
つ
き

１
万
５
０
０
０
円
（
１
回
限
り
）

申
請
方
法
／
４
月
上
旬
に
対
象
者

へ
郵
送
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
、
期
限
内
に
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
４
月
10
日
（
月
）
〜

９
月
８
日
（
金
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。
郵
送
は

申
請
期
限
ま
で
の
消
印
有
効

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

受
付
場
所
／
①
市
役
所　

す
こ
や

か
子
育
て
館
会
議
室　

②
支
所　

市
民
ラ
ウ
ン
ジ

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

　　　　　　　１１　　広報いしおか４月１日号　№２７６
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石
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月
12
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

混
合
複
Ａ

優

　勝
／
安
達
俊
晴
（
石
岡
）・

　
　
　
　

 

小
川
益
子
（
北
）

混
合
複
Ｂ

優

　勝
／
杉
本
勝
彦
（
八
郷
）・

　
　
　
　

 

井
川
裕
美
（
八
郷
）

第
22
回
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
会
長
杯

２
月
18
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優

　勝
／
古
谷
田
光
義

女
子
の
部

優

　勝
／
宮
部
栄
子　

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
基
本
か
ら
教
え
ま
す
。

期
間
／
４
月
16
日
～
６
月
18
日
の

毎
週
日
曜
日
・
午
前
９
時
～
11
時

受
講
料
／
４
０
０
０
円

結

　果

対
象
／
12
歳
以
上

定
員
／
20
人
（
先
着
）

申
込
締
切
／
４
月
13
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
稲
見
）

☎
０
９
０
・
３
２
０
３
・
２
０
２
１

第
11
回
石
岡
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
５
月
23
日
（
火
）
午
前
７

時
か
ら

場
所
／
東
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
で
学
生

を
除
く
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

定
員
／
２
０
０
人

参
加
費
／
３
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
費
は
別
途
負
担
で
セ
ル

フ
は
８
５
０
０
円
、
キ
ャ
デ
ィ
ー

は
１
万
１
５
０
０
円
。

申
込
方
法
／
４
月
４
日
（
火
）
～

５
月
10
日
（
水
）
に
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園　

☎
４
３
・
６
８
８
４

スポーツ少年団 団員募集

募

　集

　石岡市には 43 のスポーツ少年団があり、
306 人の地域の大人が 844 人の子どもたち
に、ボランティアで指導を行っています。ス
ポーツを通して、子どもの成長を間近で見ら
れるのがスポーツ少年団の活動の醍醐味。新
学期、新しいことを始めませんか？
　お近くのスポーツ少年団をご紹介します。
お気軽にお問い合わせください。
団員／小学生以上（団により年齢制限あり）

■問い合わせ
石岡市スポーツ少年団事務局（石岡市運動公
園体育館内）☎ 26‒7210

体力だけではなく、
   自信やチームワークが身につきます

石岡市スポーツ振興奨励賞

関東、全国へ。
　23 人がスポーツ振興奨励賞を受賞

　2 月 15 日に、石岡運動公園体育館で平成
28 年度スポーツ振興奨励表彰式を行いまし
た。これは関東・全国大会で顕著な成績を残
した人を表彰するもので、体操、野球、バド
ミントン、空手、ターゲットバードゴルフ、
水泳、ウエイトリフティング、テコンドーと
幅広い種目で活躍した人に贈られました。団
体の部では、石岡中学校の女子バトミントン
部、個人の部では小学生からシニアまでの
23 人が受賞。
　60 代で受賞した体操の清水満さん（紫鏡ク
ラブ）は「受賞は励み。理想の演技に近づく
ように日々努力していきたい」と話しました。

▲小学生から 60 代の受賞者と今泉文彦市長（中央）

軟式野球・剣道・バドミントン・サッカー・
バレーボール・ミニバスケットボール・
柔道・空手道・水泳・複合（軟式野球・
バレーボール）

スポーツの種類は
　　　　　10種目！

スポーツ　

広報いしおか４月１日号　№２７６　　１２　　　　　　　



・
総
額
3
2
1
億
円
で
こ
れ
ま

で
最
大
の
予
算 

・
そ
の
要
因
は
、
市
庁
舎
建
設
費

の
計
上 

・
力
点
は
子
育
て
支
援
、
教
育
環

境
、
安
全
安
心
、
中
心
市
街
地 

　

特
に
、
来
年
10
月
に
完
成
予
定

の
市
役
所
庁
舎
は
、
従
来
の
公
共

施
設
に
加
え
防
災
の
拠
点
と
市
民

の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

な
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
環
境
負

荷
に
つ
い
て
も
配
慮
さ
れ
た
空
間

と
な
り
ま
す
。 

　

新
庁
舎
は
、
様
々
な
機
能
を
備

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
、
た
だ
の
箱
で
は
な
く
、
市

民
の
思
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
外
観

や
意
匠
に
お
金
を
か
け
る
の
で
は

な
く
、
遠
く
か
ら
庁
舎
を
眺
め
た

と
き「
あ
、今
日
も
頑
張
ろ
う
」「
石

岡
市
民
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
市
役
所
に
す
る
こ
と

で
す
。 

「
そ
れ
で
は
、
私
か
ら
。
子
供
た

ち
の
通
学
路
を
よ
り
安
全
に
整
備

し
て
く
だ
さ
い
」
若
い
女
性
か
ら

の
要
望
で
し
た
。 

「
杉
並
小
へ
行
く
通
り
で
す
ね
。

承
知
し
ま
し
た
、
現
地
を
よ
く
見

市
長
日
記
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３
月
６
日
（
月
）

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

語
り
合
う

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

市長と直接対話する、
 タウンミーティングを開催しています

　

今
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
行
里
川
地
区
で
、
午
後
７
時
前

に
公
民
館
へ
到
着
す
る
と
、
高
橋

区
長
、
石
上
副
区
長
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
方
々
が
車
座
で
待
っ

て
い
ま
し
た
。 

　

冒
頭
、
私
は
新
年
度
の
予
算
に

つ
い
て
触
れ
、
そ
の
特
徴
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。 

て
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
県
道
部

分
に
つ
い
て
は
、
土
浦
土
木
事
務

所
と
よ
く
連
携
を
と
り
ま
す
」
と

私
は
答
え
ま
し
た 

「
行
里
川
の
花
壇
は
自
慢
の
花
壇

で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
」
美
化

ク
ラ
ブ
の
女
性
は
、
花
づ
く
り
に

よ
る
地
域
活
動
を
活
き
活
き
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
防
災
無
線
で
す
が
、
私
の
家
に

は
小
美
玉
市
の
放
送
が
聞
こ
え
て

き
て
、
市
の
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
が
流
れ
て
い
ま
す
。

石
岡
市
も
、
同
じ
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
」
男
性
の
意
見
で
す
。 

「
防
災
以
外
の
情
報
の
提
供
で
す

ね
。
ル
ー
ル
の
中
で
可
能
か
ど
う

か
、
担
当
で
検
討
さ
せ
ま
す
」
と

私
が
答
え
ま
す
。 

　

そ
の
ほ
か
、
地
域
活
動
の
発
表

の
場
、
婚
活
の
推
進
、
郷
土
教
育
、

公
共
交
通
の
充
実
な
ど
、
前
向
き

な
意
見
や
提
言
が
吹
き
出
す
よ
う

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　

行
里
川
地
区
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
終
始
に
こ
や
か
で
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
帰
路
に
つ
き
、

自
宅
に
近
づ
く
に
つ
れ
私
は
イ
ノ
シ

シ
の
出
没
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
と
こ
ろ
、
夜
行
性
の
彼
ら
を
帰
り

道
に
見
か
け
る
の
で
す
。

参 加 者 か ら 出 さ れ た 意 見

・茅葺き屋根の民家数の調査を実施
したい。前回の調査から 10年が経
過し、維持負担が大きいため確実に
減っていると思う。
・他地域では、葺き替えへの補助を

行っている。地域資源を維持するた
めの補助制度を創設してはどうか。
・「筑波流」と呼ばれる地域独特の
茅葺き技術を継承するために、職人
育成をお願いしたい。

　　　　　　　１３　　広報いしおか４月１日号　№２７６

　

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た

里
山
風
景
は
、
う
っ
す
ら
と
春
め

い
て
、
ど
こ
に
ウ
リ
坊
と
そ
の
親

が
い
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
イ
ノ
シ
シ
を
思
う
自
分
の
鼻

息
が
荒
く
な
っ
た
と
き
、
車
窓
に

淡
い
白
梅
の
林
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

　2月 20 日、やさと茅葺き屋根保
存会の皆さんと「里山と農村文化を
活用した地域振興」をテーマに行い
ました。今泉市長からは、朝日トン
ネルをはじめ、今後トンネル・道路
の整備が進むと、人・車の往来が増
えるので、里山を保全していく必要
性が高まるとの話がありました。 

参加団体を随時、募集して
います。
詳しくは、秘書広聴課まで。
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総
合
健
診
（
要
申
込
）

日
時
／
５
月
25
日
（
木
）・
26
日

（
金
）・
28
日
（
日
）
午
前
７
時
～

10
時
30
分
受
け
付
け

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

健
診
項
目
／
・
健
康
診
査
（
39
歳

以
下
）・
特
定
健
康
診
査
（
国
保
）

（
40
歳
以
上
）・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
（
40
歳
以
上
）・
胃
が
ん
検

診
（
40
歳
以
上
）・
大
腸
が
ん
検

診
（
40
歳
以
上
）・
前
立
腺
が
ん

（
50
歳
以
上
男
性
）・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
（
40
歳
以
上
で
過
去
に
受

診
歴
の
な
い
人
）

※
70
歳
以
上
は
負
担
金
無
料
。

定
員
／
各
日
２
５
０
人

申
込
方
法
／
４
月
24
日
（
月
）
～

28
日（
金
）に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
。

注
意
／
40
歳
以
上
で
受
診
す
る
人

は
総
合
健
診
受
診
券
の
ほ
か
に
特

定
健
康
診
査
受
診
券
ま
た
は
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
受
診
券
、
保

険
証
が
必
要
で
す
。

健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

日
に
ち
・
場
所
／

・
５
月
23
日
（
火
）

︻
午
前
︼
割
烹
旅
館
い
づ
み
荘

︻
午
後
︼
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

・
30
日
（
火
）
市
民
会
館

・
31
日
（
水
）

︻
午
前
︼関
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

︻
午
後
︼三
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
11

時
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
診
項
目
／
健
康
診
査
（
39
歳
以

下
）・
特
定
健
康
診
査
（
国
保
）

（
40
歳
以
上
）・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
（
40
歳
以
上
）・
大
腸
が
ん

検
診
（
40
歳
以
上
）・
前
立
腺
が

ん
（
50
歳
以
上
男
性
）

※
70
歳
以
上
は
負
担
金
無
料
。

※
大
腸
が
ん
検
診
希
望
者
は
検
診

日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

要
件
に
該
当
す
る
人
は
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す

▼
健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を

除
く
）
や
が
ん
検
診
は
、
次
の
①

～
⑤
に
該
当
す
る
場
合
に
は
検
診

負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
70
歳
以
上
の
人

②
65
～
69
歳
の
人
で
後
期
高
齢
者

の
健
康
診
査
受
診
券
が
届
い
た
人

③
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

④
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

⑤
障
害
の
重
度
判
定
者
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳

Ⓐ
・
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
）。

③
④
に
該
当
す
る
場
合
は
﹁
健

（
検
）
診
負
担
金
免
除
証
明
願
﹂

が
必
要
で
す
。
③
は
市
役
所
福
祉

事
務
所
、
④
は
市
役
所
税
務
課
ま

た
は
支
所
市
民
窓
口
課
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
⑤
に
該
当
す

る
方
は
健
（
検
）
診
当
日
に
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

任
意
予
防
接
種
助
成

助
成
期
間
／
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

助
成
方
法
／
各
医
療
機
関
の
定
め

る
接
種
料
金
か
ら
助
成
金
額
を
差

し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
市
の
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接

種
し
た
場
合
、
償
還
払
い
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
生
活
保

護
世
帯
の
み
全
額
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。

○
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

対 

象
／
市
内
在
住
の
生
後
６
週

か
ら
32
週
ま
で
の
乳
児

助
成
額
／
５
０
０
０
円
（
２
回
）

健 康
ガイド

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

健
・
検
診

■ピカピカ歯磨き教室
▶就学前のお子さんを対象に、
歯の健康を守るため、歯科検診・
フッ素塗布を実施。詳しくは折
り込みチラシの「保健センター
年間予定表」をご確認ください。

■こころといのちの電話相談
▶こころの悩みなどに専門の相
談員が電話で応じます。
４月 11 日（火）　
午前９時～正午、午後１時～４時
☎ 43-6655

（八郷保健センター内）（八郷保健センター内）

■子宮がん・乳がん検診を
　　　　　　ご利用ください　

　医療機関での子宮がん・乳がん
検診を希望する人は、保健センター
の窓口でお申し込みください。
受付期間／４月３日（月）～平成
30 年 2 月 28 日（水）土日・祝日・
年末年始を除く
※受診券の有効期間は原則発行日
から１か月間です。ただし、平
成 30 年１月 30 日（火）以降に
発券する受診券の有効期限は平成
30 年 2 月 28 日（水）までとな
ります。

予
防
接
種

健康　

広報いしおか４月１日号　№２７６　　１４　　　　　　　



○
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
（
任
意
）

▼
予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発

行
し
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
在
住
の
平
成
28
年
４

月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
児
の

う
ち
、
１
歳
前
日
ま
で
に
３
回
接

種
が
終
了
し
な
か
っ
た
人

助
成
額
／
３
０
０
０
円
（
３
回
）

○
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く

か
ぜ
）
予
防
接
種

対
象
／
市
内
在
住
の
満
１
歳
～
就

学
前
の
幼
児

助
成
額
／
３
０
０
０
円
（
１
回
）

※
今
ま
で
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か

か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
や
お
た
ふ

く
か
ぜ
予
防
接
種
の
助
成
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
外
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　（定
期
・
任
意
）

▼
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
歴
の
な
い
人
が
対
象
で
す
。

助
成
費
用
／
４
０
０
０
円（
１
回
）

接
種
場
所
／
石
岡
市
医
師
会
に
加

入
し
て
い
る
医
療
機
関
、
県
医
師

会
加
入
医
療
機
関
（
定
期
の
み
。

任
意
は
実
費
支
払
い
後
、
償
還
払

い
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

償
還
払
い
の
予
防
接
種

申
請
対
象
／
平
成
29
年
度
実
施
分

申
請
期
限
／
平
成
30
年
３
月
31
日

償
還
払
い
の
手
続
き
方
法
／
次
の

も
の
を
持
参
し
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
申
請
。

・
接
種
し
た
予
防
接
種
の
領
収
書

・
助
成
費
用
の
振
込
を
す
る
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
・
認
め
印

・
母
子
健
康
手
帳
（
乳
幼
児
）

○
成
人
風
し
ん
等
予
防
接
種　

対
象
／
市
内
在
住
の
妊
娠
を
予

定
、
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性

と
配
偶
者
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性

の
配
偶
者

助
成
額
／
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

３
０
０
０
円
、
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
５
０
０
０
円　
　
　

○
乳
幼
児
予
防
接
種
の
県
外
等
接
種

（
定
期
・
任
意
予
防
接
種
）

▼
県
外
等
指
定
医
療
機
関
以
外
で

予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
の
予
防

接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

里
帰
り
な
ど
の
事
情
に
よ
り
指
定

医
療
機
関
以
外
で
予
防
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

○
日
本
脳
炎

▼
平
成
23
年
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン
に

な
り
、
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
以
前
の
人
は
、
20
歳
に
な

る
ま
で
４
回
を
定
期
接
種
と
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
10
月
１
日
生
ま
れ
で
１
期

（
90
か
月
ま
で
に
３
回
接
種
）
が

終
了
し
て
い
な
い
人
は
、
特
例
に

よ
り
２
期
（
９
～
13
歳
前
日
）
に

不
足
回
数
を
接
種
で
き
ま
す
。

○
二
種
混
合

対
象
／
市
内
小
学
６
年
生
（
平
成

17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

○
麻
し
ん
風
し
ん
（
２
期
）

対
象
／
市
内
在
住
で
平
成
30
年
４

月
に
小
学
校
入
学
の
人
（
平
成
23

年
４
月
２
日
～
平
成
24
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
（
時
期
を
過
ぎ

る
と
自
己
負
担
）

※
二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん
予

防
接
種
の
対
象
者
に
は
、
４
月
上

旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

　石岡保健センター
A何歳になってもできる体操コース
Bシナプソロジーコース （ABいずれも 65 歳以上）
　4 月 10 日・17 日月午前 9 時 30 分 ~11 時
C標準コース　　（40 歳以上）
Dハードコース　（40 ～ 74 歳）
　4 月 10 日・17 日月午後 1 時 30 分 ~3 時
　八郷保健センター　
E何歳になってもできる体操コース
　4 月 18 日火午前 9 時 30 分 ~11 時 30 分
　4 月 25 日火午後 1 時～ 3 時
F体力アップコース　（EFいずれも 40 歳以上）
　4 月 18 日火午後 1 時 ~3 時
　4 月 25 日火午前 9 時 30 分 ~11 時 30 分

定員／各 30 人（先着）
申込方法／ 4 月 6 日（木）から直接または電話で
申し込み。1 人 1 コースまでです。

参加者募集 健康体操教室

　健康

　　　　　　　１５　　広報いしおか４月１日号　№２７６

定期接種
対象者

平成 29 年度中に 65・70・75・80・
85・90・95・100 歳の人

４月下旬に説明書と
予診票を郵送

60 歳以上 65 歳未満の人で心臓や腎
臓、呼吸器、免疫機能などに重い病気
のある人（身体障害者手帳１級所持者）

保健センターで説明
書と予診票を発行

任意接種
対象者 65 歳以上の定期接種対象者以外の人

４月下旬に説明書を
郵送。予診票は指定
医療機関にあります



ン
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
球

を
打
つ
と
、
仲
間
た
ち

か
ら
す
か
さ
ず
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
！
の
掛
け
声
。
毎
週
、

月
・
水
・
金
の
午
前
９
時
〜
正
午

頃
、
六
軒
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
隣
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
人

が
集
ま
り
楽
し
い
雰
囲
気
。

　

こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
な

ん
と
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る
東
光
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
手
づ
く
り
。
土

地
の
所
有
者
が
元
々
休
耕
地
だ
っ

た
畑
を
地
区
に
無
償
で
貸
し
て
く

れ
た
こ
と
か
ら
、
体
を
動
か
せ
る

場
所
を
作
ろ
う
と
計
画
が
持
ち
上

が
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
が
集
ま
る
場
づ
く
り
の

心
意
気
を
買
う
と
い
っ
て
、
地
元

の
元
気
な
シ
ニ
ア
た
ち
が
手
伝
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
気
軽
に
来
ら
れ

る
場
所
が
あ
れ
ば
、
外
に
出
る
用

事
も
で
き
る
。
こ
こ
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
幼
稚
園
。
み
ん
な
で
練

習
し
て
上
手
く
な
っ
た
ら
、
ほ
か

の
地
区
へ
勝
負
し
に
行
こ
う
と
話

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
の

は
会
長
の
亀
井
曙あ

け
み南

さ
ん
。

　

六
軒
東
地
区
で
は
、
手
づ
く
り

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
拠
点
に
し

た
、
み
ん
な
の
居
場
所
づ
く
り
進

行
中
で
す
。

平
成
27
年
度

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
展

期
間
／
４
月
５
日
（
水
）
ま
で

動
物
愛
護
パ
ネ
ル
展
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　in
石
岡

期
間
／
４
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
18
日（
火
）

大
掾
氏
滅
亡
後
の
百
年

　
　
　
　変
遷
・
栄
枯
盛
衰

期
間
／
４
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
５
月
１
日（
月
）

・
歴
史
講
演
会

日
時
／
４
月
25
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

講
師
／
長
谷
川
功
氏

・
史
跡
巡
り
（
ル
ネ
ッ
散
歩
）

日
時
／
４
月
28
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
集
合

４月のコミュニティ

ギ ャ ラ リ ー

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日
※まちかど情報センター駐車場
（向かい側）・臨時駐車場（土橋通
り）をご利用ください。
問い合わせ　☎ 27-5171

フ
ラ
ダ
ン
ス
・

　
　フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス

日
時
／
４
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
２
時
か
ら

出
演
／
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
エ
レ
ナ

フ
ラ
レ
ア
」

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス
「
チ
ー

ム
０
８
」

心
と
体
の
健
康
相
談
／
毎
週

水
曜
日
・
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時

折
り
紙
教
室
／
22
日
（
土
）

ち
り
め
ん
小
物
／
15
日
（
土
）

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル
／
毎
月

第
１
水
曜
日
午
前
10
時
か
ら

サ ン ド 市

散
歩
の
つ
い
で
に
、
血
圧
を
測

り
に
来
ま
せ
ん
か
？
お
茶
と
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
気
持
ち
が

健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
よ
！

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

歴まちフリーカフェ

今月は 15 日。
新鮮野菜を持って
行くよー！

まちかど
情報センター
ニュース

▶初心者歓迎！
日時／４月７日・21 日（金）午
前 10時～正午・午後 1時～ 3時・
午後 3時～ 5時
資料代／ 500 円

パソコン教室で脳活しよう！

地域の元気の
出発点

コ
東光クラブの皆さん

▲会って話せば元気になる。仲間同士が教え合う。そんな場づくりを進めています。

みんなのひろば

広報いしおか４月１日号　№２７６　　１６　　　　　　　

まちかど音楽祭

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
自
由
に

ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

※
参
加
自
由
・
予
約
不
要
。

笑って過ごせる場所づくり



男女共同参画セミナーを開催
　「男女が性別によって生き方を制限されることなく一人ひとりの個性
や能力を発揮することができる男女共同参画社会」の実現を目指し、平
成 28年度は防災と食をテーマに実施しました。平成 29年度もテーマ
を新たに実施します。日にちが決まったら広報紙などでお知らせします。

男女共同参画の視点の防災

石岡オリジナル幌獅子の
　　巻き寿司教室を開催しました

　1月 28 日に、ふれあいの里石岡ひまわりの
館で開催した、巻き寿司教室に 11組の親子が
参加しました。
　一般的に、料理をするのはお母さんと思われ
がち。国の調査による 1日の家事に費やす時
間で、女性は 3時間 35 分に対し男性は 42 分
という結果が出ています。そこで、お父さんた
ちにも料理の楽しさを知ってもらおうと企画。
お父さんたちも子どもたちも初めてのチャレン
ジでしたが、親子で協力して、素敵な幌獅子の
巻き寿司ができました。
　参加したお父さんからは「娘と料理したのは
初めての経験、家でもやりたい」という感想を
いただきました。巻き寿司づくりを通して、親
子のコミュニケーションが深まりました。

　11 月 27 日、ふれあいの里石岡ひまわりの
館で、静岡大学教育学部の池田恵子教授を講師
に「男女共同参画の視点から考える防災・減災」
をテーマにセミナーを実施し、22 人が参加し
ました。
　池田教授の講義では、東日本大震災や新潟県
中越地震では、性別や年代が違うと被害の影響
度には大きな差があったこと、男女共同参画視
点での防災の必要性などについてのお話があり
ました。
　講義を聞いた後はグループに分かれて参加者
同士で「避難所運営を考える」をテーマに話し
合われ、性別だけでなく、子どもや高齢者、外
国人など、それぞれの立場のニーズを把握する
ことが大切といった意見交換が行われました。

お父さんとお料理、楽しいな

防災・減災について考える
　　　セミナーを開催しました

■問い合わせ　政策企画課
　☎ 23‒1111（内線 226）

石 岡 歳 時 記 ・ 初 午
　

初
午
と
は
、
２
月
最
初
の

午
の
日
で
、
今
年
は
12
日
で

し
た
。
乾
燥
し
た
季
節
は
火

事
が
起
こ
り
や
す
い
た
め
防

火
を
祈
っ
て
稲
荷
神
社
に
お

供
え
物
を
し
ま
す
。
初
午
の

日
は
、
火
の
用
心
の
た
め
に

風
呂
を
沸
か
さ
な
い
地
区
も

あ
っ
た
と
か
。（
八
郷
町
史

よ
り
）
写
真
は
、
朝
日
ト
ン

ネ
ル
近
く
の
菖
蒲
沢
地
区
の

天
白
位
稲
荷
大
明
神
で
の
初

午
祭
の
様
子
。
32
軒
と
小
さ

い
集
落
で
す
が
、
今
も
み
ん

な
で
協
力
し
て
、
こ
の
行
事

を
守
っ
て
い
ま
す
。

みんなのひろば

　　　　　　　１７　　広報いしおか４月１日号　№２７６

▶幌獅子の巻き寿司レシ
ピは、石岡市 HP からダ
ウンロードできます。お
試しあれ！

を
守
っ
て
い
ま
す
。

を
守
っ
て
い
ま
す
。

◀薬師古道を通ってお稲荷様へ。太鼓を鳴らし
神主を先導します。



文化　

図書館
つうしん

時の
記憶

シリーズ 135
文化振興課
☎43-1111（内線1324）

平
成
28
年
度
寄
贈
資
料
紹
介

　﹁
金
子
壽
子
文
書
﹂

　

今
月
か
ら
は
平
成
28
年
度
に
寄

贈
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

「
金か

ね
こ
と
し
こ
も
ん
じ
ょ

子
壽
子
文
書
」
は
昭
和
初
期

か
ら
戦
中
期
に
か
け
て
の
近
代
文

書
群
で
す
。
金
子
壽
子
さ
ん
は
、

石
岡
の
近
代
を
作
っ
た
名
士
、
村

田
宗
右
衛
門
と
金
子
源
兵
衛
に
縁

の
あ
る
人
物
で
す
。

　

金
子
壽
子
文
書
の
中
に
は
三
冊

の
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
豊
富
な
写
真

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
と

て
も
分
か
り
や
す
い
資
料
で
、
撮

影
さ
れ
た
時
代
の
風
景
を
そ
の
ま

ま
残
し
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
金
子

壽
子
文
書
の
写
真
も
、
当
時
の

人
々
が
ど
の
よ
う
な
風
景
の
中
で

ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か

鮮
明
に
写
し
撮
っ
て
お
り
、
貴
重

な
記
録
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
注
目
点
と
し
て
、
学

校
に
関
す
る
資
料
が
多
い
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
や

賞
状
類
か
ら
、
当
時
の
学
校
の
活

動
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
少
し

変
わ
っ
た
資
料
と
し
て
「
小
学
教

育
掛
図
寄
贈
引
換
券
」
や
「
収
支

控
帳
」
が
あ
り
ま
す
。
小
学
教
育

掛
図
寄
贈
引
換
券
は
、
六
枚
集
め

る
と
教
育
掛
図
一
幅
を
小
学
校
に

寄
付
で
き
る
も
の
で
、
製
薬
会
社

が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て

配
布
し
た
も
の
で
す
。
収
支
控
帳

に
は
、
画
用
紙
代
や
実
習
費
な
ど

一
般
家
庭
が
教
育
に
掛
け
て
い
た

お
金
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
昭
和
前
期
の
学
校
教
育
が

わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

▲アルバムなどの貴重な記録資料

■
﹁
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森
﹂

　
開
館
！

▼
「
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森
」
が

４
月
１
日
に
開
館
し
ま
し
た
。
名

称
に
つ
い
て
は
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
内
の
児
童

コ
ー
ナ
ー
跡
は
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

な
ど
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲アルバムなどの貴重な記録資料

  3 日
10日
17日
24日
27日

４月の
休館日

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
　http://lib.city.ishioka.lg.jpＨＰ

楽しいおはなし会

こども図書館本の森
　おはなしのへや♪　
《4月のひよこのおはなしかい》
・13 日（木）
　午前 10時 30分から
《4月のおはなし会》
・15 日（土）
　午前 10時 30分から

中央公民館♪
《4月のおはなしフレンズ》
・8 日（土）
　午後２時 30分から
※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます。
（30分程度）

■
知
っ
て
ま
す
か
？

　
　﹁
新
聞
切
り
抜
き
フ
ァ
イ
ル
﹂

▼
中
央
図
書
館
１
階
に
「
新
聞
の

切
り
抜
き
フ
ァ
イ
ル
」
の
棚
が
あ

る
の
を
知
っ
て
ま
す
か
。
こ
の

フ
ァ
イ
ル
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
情
報
ク
リ
ッ
プ
石
岡
」
が
毎

月
図
書
館
に
集
ま
り
整
理
し
た
も

の
で
、
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

テ
ー
マ
毎
に
記
事
を
分
け
て
い
ま

す
の
で
探
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
図
書
館
で
活
動
し
て
い
る

団
体
を
紹
介
し
ま
す

▼
団
体
名
、
活
動
日
、
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
図

書
館
ま
で
。

情
報
ク
リ
ッ
プ
石
岡
（
月
１
回
）

各
委
員
が
自
宅
で
各
テ
ー
マ
毎
に

新
聞
を
切
り
抜
き
、
毎
月
図
書
館

に
集
ま
り
フ
ァ
イ
ル
に
整
理
す
る
。

ま
ど
か
読
書
会
（
月
１
回
）

毎
月
課
題
図
書
を
決
め
、
会
員
が

各
々
読
後
感
想
を
発
表
し
話
し
合

い
を
す
る
。

い
つ
わ
読
書
会
（
月
１
回
）

毎
月
課
題
図
書
を
決
め
読
み
合
う
。

や
つ
で
読
書
会
（
月
１
回
）

毎
月
課
題
図
書
を
決
め
読
み
合
う
。

石
岡
雑
文
同
好
会
（
月
１
回
）

文
章
を
書
く
こ
と
を
楽
し
み
と
し

た
有
志
同
好
会
で
、
集
め
た
原
稿

で
文
集
を
毎
月
発
行
。
図
書
館
に

集
ま
り
各
自
の
文
章
を
読
ん
で
研

修
も
行
う
。

大
人
の
た
め
の
絵
本
を
読
む
会

（
月
１
回
）

月
に
１
度
図
書
館
に
集
ま
り
１
冊

の
絵
本
を
読
み
合
う
。
内
容
の
物
語

性
と
絵
を
読
む
楽
し
み
を
味
わ
う
。

朗
読
同
好
会
（
月
２
回
）

講
師
を
迎
え
て
民
話
・
小
説
・
エ
ッ

セ
イ
な
ど
の
作
品
の
朗
読
の
基
礎

指
導
を
受
け
練
習
し
合
う
。
年
１

回「
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
発
表
す
る
。

広報いしおか４月１日号　№２７６　　１８　　　　　　　



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

若　

宮　

今
川　

武
男

晩
学
の
句
作
り
き
び
し
春
寒
し

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

長
す
ぎ
る
婚
の
祝
辞
へ
春
の
雷

若　

松　

城
下　
　

稔

春
の
香
を
ひ
も
と
き
始
む
大
地
か
な

東
光
台　

森　

ま
さ
え

う
れ
し
さ
は
す
ぐ
顔
に
出
て
桜
餅

石　

岡　

森
田　

愛
子

稀
勢
の
里
厳
た
る
寒
の
土
俵
入
り

や
さ
と
俳
句
会

柿　

岡　

岡
村　

素
泡

雛
飾
る
街
の
装
ひ
和
ら
ぎ
ぬ

瓦　

谷　

石
田　

清
美

子
規
句
碑
や
句
心
さ
そ
ふ
春
の
風

下　

林　

桜
井　

衛
人

古
き
雛
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
気
品
あ
り

　文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

石
岡
短
歌
同
好
会

石　

岡　

外
川
な
を
み

噴
火
経
て
オ
ゾ
ン
の
海
に
草
は
萌

え
海
鳥
翔
け
る
西
之
島
な
り

府　

中　

山
口　

文
子

夕
光
の
拡
が
り
て
ゆ
く
筑
波
嶺
を

母
を
思
ひ
て
眺
め
て
ゐ
た
り

石　

岡　

三
浦
や
す
子

道
す
が
ら
眺
め
る
筑
波
は
紫
に
春

の
兆
し
か
茜
雲
浮
く

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

あ
れ
ほ
ど
の
猛
暑
に
耐
へ
て
年
越
せ

ば
新
年
は
た
ち
ま
ち
厳
寒
と
な
る

東
光
台　

内
田
千
代
子

米
二
合
塩
小
さ
じ
一
酒
醤
油
お
こ

げ
も
出
来
て
福
豆
ご
は
ん

八
郷
短
歌
会山　

崎　

西
口
は
ま
子

立
春
の
光
を
共
に
集
め
ゐ
る
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
と
野
の
た
ん
ぽ
ぽ
と

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

初
午
に
藁

わ
ら
づ
と苞

供
う
る
伝
統
を
今
年

も
守
り
心
安
ら
ぐ

片　

野　

小
野
瀬
も
と

肌
寒
く
強
き
風
吹
く
大
空
に
半
月

白
く
浮
か
び
て
光
る

石
岡
俚
謡
会府　

中　

小
川
野　

蛙

並
ぶ
ベ
ン
チ
に　

降
り
出
す
小
雪

　
　

隣
詰
め
合
う　

バ
ス
乗
り
場

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

竹
刀
素
振
り
に　

掛
け
声
響
く

　
　

気
合
い
充
分　

寒
稽
古

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

風
邪
に
効
く
よ
と　

焼
き
葱
首
に

　
　

巻
け
ば
母
の
手　

懐
か
し
い

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

喉
が
嗄
れ
て
も　

カ
ラ
オ
ケ
止
め
ぬ

　
　

こ
れ
ぞ
脳
ト
レ　

ボ
ケ
防
止

府　

中　

稲
田　

す
み

市
場
移
転
に　

地
下
空
間
が

　
　

女
都
知
事
は　

四
苦
八
苦

貝　

地　

前
島
く
に
子

仮
設
住
宅　

老
い
て
く
ば
か
り

　

耐
え
る
寒
さ
の　

つ
ら
い
日
々

杉　

並　

助
川　

浩
史

磯
の
荒
波　

千
鳥
が
騒
ぐ

　
　

思
い
出
す
の
か　

震
災
日

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

寒
さ
厭い

と

わ
ず　

介
護
に
尽
す

　
　

優
し
嫁
御
に　

ま
ず
感
謝

俳
句

真　

家　

川
崎　

夫
久

黄
粉
添
え
友
の
情
け
の
草
の
餅

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

椅
子
の
位
置
変
え
て
春
日
と
出
合

い
け
り

短
歌

山　

崎　

荒
井　

幸
子

人
知
れ
ぬ
艱
難
辛
苦
を
越
へ
来
て

も
ど
こ
か
愛
ら
し
母
は
八
十
六

山　

崎　

鈴
木　

君
江

陽
だ
ま
り
に
ひ
と
時
憩
う
蝶
い
く
つ

風
吹
き
ぬ
け
て
今
日
は
立
冬

市
民
ず
い
ひ
つ

消
え
ゆ
く
巨
樹
銘
木

　

巨
樹
の
会　
　
　

小
林　

文
男

　

県
下
有
数
の
銘
木
、
旧
八
郷
高

校
の
多
行
松
が
枯
死
伐
採
さ
れ

た
。
八
郷
高
校
は
昭
和
三
十
年
、

山
根
一
町
七
か
村
の
合
併
を
機
に

「
八
郷
の
地
に
高
校
を
」
の
気
運

が
高
ま
り
、
石
岡
一
高
の
分
校
と

し
て
昭
和
三
十
二
年
二
月
十
五
日

に
開
校
さ
れ
た
。
筑
波
お
ろ
し
に

砂
塵
舞
う
殺
風
景
な
新
設
校
に
緑

化
を
と
、
保
護
者
や
有
志
ら
に
樹

木
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
、
校
地
は

献
木
で
体
裁
さ
れ
た
。

　

タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
も
そ
の
仲

間
で
、
元
は
旧
小
桜
村
役
場
の

玄
関
先
で
育
っ
た
樹
だ
が
、
昭

和
三
十
七
年
同
校
に
移
植
さ
れ

た
。
生
徒
と
職
員
で
堀
り
上
げ
、

チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
吊
り
、
町

役
場
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
た
。

十
数
名
の
生
徒
達
が
ト
ラ
ッ
ク
の

前
方
を
歩
き
障
害
物
を
除
き
な
が

ら
の
難
行
苦
行
だ
っ
た
。

　

八
千
有
余
の
卒
業
生
に
は
、
ま

さ
に
在
校
の
記
念
樹
で
も
あ
っ

た
。
巨
樹
保
全
活
動
に
取
り
組
む

者
と
し
て
繰
り
返
し
て
は
な
ら
ぬ

愚
行
に
悔
恨
の
情
限
り
な
い
も
の

が
あ
る
。

　

文
化
協
会
だ
よ
り

盆
栽
部
石
岡
支
部  

定
期
勉
強
会

日
時
／
毎
月
第
１
日
曜
日（
原
則
）

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

☎
２
２
・
６
４
７
２
（
佐
藤
）

い
し
お
か
俳
句
同
好
会
　
例
会

日
時
／
毎
月
第
３
日
曜
日（
原
則
）

午
後
１
時
か
ら

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

☎
２
２
・
６
２
３
９
（
小
池
）

　　　　　　　１９　　広報いしおか４月１日号　№２７６



てき

材
料
（
４
人
分
）

ひ
じ
き
10
ｇ
・
ほ
う
れ
ん
草

１
０
０ｇ
・
ツ
ナ
缶
１
缶
・
ニ
ン

ジ
ン
40ｇ
・
コ
ー
ン
缶
30ｇ
・
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
３
・
塩
小
さ
じ

⅓
・
こ
し
ょ
う
適
宜
・
い
り
ご
ま

（
白
）
大
さ
じ
１

作
り
方

①　

ひ
じ
き
は
た
っ
ぷ
り
の
水
で

約
30
分
戻
し
て
か
ら
、
流
水
で
洗

う
。
熱
湯
で
茹
で
、
ざ
る
に
あ
げ

て
冷
ま
す
。

②　

ほ
う
れ
ん
草
は
ゆ
で
て
冷
水

に
と
り
、
流
水
で
冷
ま
し
水
気
を

絞
る
。

③　

ほ
う
れ
ん
草
は
４
㎝
長
さ

に
、
ニ
ン
ジ
ン
は
細
切
り
に
、
ツ

ナ
は
油
を
切
る
。

④　

ボ
ウ
ル
に
す
べ
て
の
食
材
と

い
り
ご
ま
を
入
れ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

で
和
え
る
。
最
後
に
塩
と
こ
し
ょ

う
で
味
を
整
え
る
。

＊
好
み
で
レ
モ
ン
果
汁
を
か
け
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

島田 誠
まさひさ

久ちゃん（11 か月） 福田 心
ここ ね

音ちゃん（５か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

わが家のアイドル

平成29年4月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

嘉良寿理
いつもにこにこ。家族を笑顔
にしてくれます。明るく元気
に育ってね。

東石岡５
笑顔が可愛い元気な女の子で
す !! 家族みんなメロメロで
す♡たくさん笑って元気に
育ってね !!

〈表紙の写真〉八郷総合支所では、庁舎の一部を改修して「喫茶スペース」を
整備し、３月１日にオープンとなりました。これは、障がい者の就労支援や市
民のコミュニティスペースとしての活用を目的としています。どなたでもご利
用できますので、お気軽にお出でください。
　公募していた名称は、相模原市在住の内河裕信さんによる「ゆいてらす」に
決定。「障がい者の皆さんが社会と結びつく、市民が結びつく場所」という思
いが込められています。
＊営業時間　午前 11時～午後２時 30分（土、日、祝日、年末年始は除く）
■問い合わせ　支所総務課　43-1111（内線 1333）

ここ ね

　　　　ひじきとツナのサラダ幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介

栄養成分（１人分）

（エネルギー 120kcal、塩分 1.0g）

ニンジンとひじきがたっぷりとれる栄養
満点サラダです。

まさひさ
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